
  

 

 

 

今年度、北海道大学病院看護部は、新任看護職員107名（新卒

者81 名、既卒者20 名、医療観察法病棟入職者6 名）を迎え、

新年度をスタートしました。新任看護職員オリエンテーションは

新型コロナウイルス感染症対策のため、期間を短縮し、換気のた

めドアを開放、昼食会場を分散するなど対応しながら行いました。 

オリエンテーションは、北大病院の看護、看護倫理、継続教育、

新人看護職員研修プログラム、事務部諸手続きなど選定した研修

内容でした。加えて、感染制御部小山田玲子看護師長（感染管理

認定看護師）から、「新型コロナウイルス感染症と体調管理～正

しく理解し、正しく怖がる～」をテーマに講義を受けました。 

1.新型コロナの基礎知識、2.北大病院の基本方針、3.体調管理の

重要性、4.防護具の着脱について学びました。新人看護師からは

「北大病院の対応がわかった」「今までコロナウイルスは身近な

こととして実感がなかったが、講義を聞き、医療者の一員として

対応することがわかり、看護師になった自覚につながった」とい

う感想が聞かれま

した。 

新しい仲間と共

に、患者さんへ安

全、安心の看護を提

供していきましょ

う。 

 

 

 

 

2019年度3月で退職した高橋早苗副看護師長に代わって、2020

年度4月から田島綾子副看護師長を新メンバーに迎えました。 

今年度も看護部キャリア支援室は、看護職員の成長を継続的に

支援するため活動します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

今年度、新人看護職員技術研修は新型コロナウイルス感染症対

策のため、集合研修を急遽中止し、少人数のグループに分けて「採

血と検体の取り扱い」「注射」の研修を行いました。指導はキャ

リア支援室副看護師長 3 名と物流管理センター土門副看護師長

が担当しました。授業内容は、経験学習モデルのサイクルを回す

ことを意識し、グループワークで知識を確認後、演習を行い、振

り返り、改善点を踏まえて次の人が演習に活かすようにしました。 

侵襲のある技術のため、受講生の緊張が強い中での研修でした。

しかし、「お互いにできたことを認め、次に活かすことを伝え、

励ましあうことで学びの多い研修になった」という意見が研修後

に聞かれました。患者さんに安全に確実な技術を提供するために、

患者さんへの声かけ、清潔操作、患者さんと看護師のポジショニ

ング、物品配置の工夫、採血では検体提出の流れの確認、注射で

は6R、ダブルチェックの方法、PDAを使用した患者・薬剤の確

認、技術提供後の環境整備などを臨床に近い設定の中で、気付き

を得ながら研修を行いました。 

研修の学びが臨床につながるように先輩看護師さんからの声

かけや支援をお願いします。 

 

 

 

 

5月1日から看護技術研修室は使用でき

ます。HIS看護関連情報に使用方法、スケ

ジュール表を掲載しています。お問い合わ

せはキャリア支援室(内線 7807)までお願

いします。 
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5月から看護技術研修室 

（210号室）使用開始 4 月からキャリア支援室に異動になり

ました田島です。新人看護職員技術研修

では皆さんの真剣に取り組む姿に刺激

をいただいています。一緒に成長してい

きたいと思いますのでどうぞよろしく

お願いいたします。 

経験

振り返る

教訓を引

きだす

次に応用

する

コルブの経験学習サイクル 


